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 遺遺遺遺 お び ら 議 会 だ よ り 遺遺遺遺 令和５年５月１日 第96号

３３３３３３３３３３３３３３月月月月月月月月月月月月月定定定定定定定定定定定定定例例例例例例例例例例例例例月定例会会会会会会会会会会会会会会
会期は３月３日から
17日までの15日間

令和５年度の予算案を可決令和５年度の予算案を可決 ！！ ！！
一般会計予算総額43億一般会計予算総額 43億66,,900万円 対前年比15900万円 対前年比15..1％増）1％増）
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捌 令和５年度当初予算額の比較（対前年度） 捌

歳　　　　　　　　入
増　　減

前年度予算額構成比本年度予算額款
率額

0．82，212281，6046．5283，816町 税1

△ 2．0△ 1，35566，3251．564，970地 方 譲 与 税2

△ 33．3△ 1003000．0200利 子 割 交 付 金3

0．007000．0700配 当 割 交 付 金4

0．006000．0600株式等譲渡所得割交付金5

66．78001，2000．02，000法 人 事 業 税 交 付 金6

3．42，00058，0001．460，000地 方 消 費 税 交 付 金7

0．003，0000．13，000環 境 性 能 割 交 付 金8

0．003000．0300
国 有 提 供 施 設 等
所在市町村助成交付金

9

0．001，0000．01，000地 方 特 例 交 付 金10

4．3100，0002，300，00054．92，400，000地 方 交 付 税11

0．005000．0500交通安全対策特別交付金12

△ 7．8△ 3794，8800．14，501分 担 金 及 び 負 担 金13

△ 0．6△ 1，106200，4134．6199，307使 用 料 及 び 手 数 料14

53．1116，019218，5247．7334，543国 庫 支 出 金15

△ 18．1△ 51，404284，2185．3232，814道 支 出 金16

△ 8．5△ 99111，6770．210，686財 産 収 入17

10．11，01010，0100．311，020寄 附 金18

206．2203，57698，7106．9302，286繰 入 金19

0．001000．0100繰 越 金20

△ 25．6△ 18，42671，8831．253，457諸 収 入21

119．7219，700183，5009．2403，200町 債22

15．1571，5563，797，44499．94，369，000歳 入 合 計

歳　　　　　　　　出
増　　減

前年度予算額構成比本年度予算額款
率額

1．965535，1660．835，821議 会 費1

10．094，509949，51623．91，044，025総 務 費2

3．316，049491，01811．6507，067民 生 費3

21．9100，425458，02712．8558，452衛 生 費4

10．145，154447，68111．3492，835農 林 水 産 業 費5

71．8105，396146，8235．8252，219商 工 費6

117．5297，993253，66212．6551，655土 木 費7

4．48，030183，5524．4191，582消 防 費8

△ 11．8△ 35，135296，9146．0261，779教 育 費9

1．818910，6360．210，825災 害 復 旧 費10

△ 11．9△ 61，709519，44910．5457，740公 債 費11

0．005，0000．15，000予 備 費12

15．1571，5563，797，444100．04，369，000歳 出 合 計

※構成比は小数点第２位を四捨五入しているため、合計が必ずしも100％にはならない。 単位：千円、％
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捌 令和５年度主要施策 捌
デマンドバス運行事業、生活交通路線等維持費補助金、無線システム普

及支援事業費補助金、除排雪業務委託、橋梁長寿命化事業、普通河川維

持工事、町河川支障木撤去等維持補修など。

１．交通・通信

　（３億 4，832万２千円）

特産品振興支援事業補助金、畜産振興補助金、林業生産基盤整備道菊岡

沖内線林道開設事業、農地耕作条件改善事業、水産物供給基盤機能保全

事業負担金、漁業近代化資金利子補給事業、中小企業振興資金利子補給

事業、ゆったりかん改修工事など。

２．産業振興

　（６億 3，812万７千円）

乳幼児等医療費助成（拡大分）、各種検診委託（健康増進事業費）、高齢者

社会活動等参加ポイント事業、住宅新築費等助成金、第２旭団地改善事

業など。

３．福祉・生活環境

　（２億 6，765万円）

臼谷イベント広場整備事業、鬼鹿小公園遊具設置工事、食育関連事業、

通学バス運行委託、旧花田家番屋耐震診断事業、望洋台スキー場リフト

改修事業など。

４．教育・文化

　（１億 364万６千円）

固定資産路線価評価業務委託、戸籍業務電算化事業負担金、小平町議会

ＩＣＴ化推進事業、留萌消防組合負担金など。

５．そ の 他

　（１億 9，958万８千円）

各特別会計予算の総額 19億各特別会計予算の総額 19億55,,543万円（対前年比 32.3％減543万円（対前年比 32.3％減））各特別会計予算の総額 19億5,543万円（対前年比 32.3％減）
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 遺遺遺遺 お び ら 議 会 だ よ り 遺遺遺遺 令和５年５月１日 第96号

　
令
和
５
年
第
１
回
臨
時
会

は
、
２
月
６
日
に
開
催
さ
れ
、

議
案
２
件
を
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

▼
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

８
号
）

○
１
億
２
千
　
万
７
千
円
を

６８６

追
加
し
、　

億
４
千
　
万
８

４３

９７７

千
円
に
。

▼
地
域
限
定
型
一
般
競
争
入

札
に
よ
る
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
議

決
し
ま
し
た
。

○
ゆ
っ
た
り
か
ん
改
修
工
事

　（
第
１
期
機
械
設
備
工
事
）

○
工
事
量

機
械
設
備
改
修
（
エ
ア
コ

ン
、
外
調
機
、
空
調
換
気

扇
、
ろ
過
設
備
、
給
湯
設

備
更
新
、
温
水
ボ
イ
ラ
ー

取
替
）

○
契
約
金
額

　
２
億
　
万
円

２７３

○
契
約
の
相
手
方

池
田
・
向
井
特
定
建
設
工

事
共
同
企
業
体

○
代
表
者

　
池
田
煖
房
工
業
株
式
会
社

　
道
北
支
店

《
質
疑
の
内
容
》

Ｑ
板
垣
議
員

　
こ
の
機
械
設
備
工
事
以
外

に
建
築
と
電
気
等
の
工
事
も

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
一
括

契
約
を
し
な
か
っ
た
理
由
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

Ａ
富
樫
経
済
課
長

　
工
事
品
質
の
向
上
、
責
任

所
在
の
明
確
化
、
各
分
野
の

専
門
技
術
者
に
よ
る
適
正
管

理
・
監
督
、
中
小
企
業
の
受

注
機
会
の
増
大
を
図
ら
れ
る
。

 

▼
小
平
町
一
般
職
の
任
期
付

職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

○
地
方
公
共
団
体
の
一
般
職

の
任
期
付
職
員
の
採
用
に
関

す
る
法
律
及
び
地
方
公
務
員

法
の
規
定
に
基
づ
き
新
た
に

条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

▼
小
平
町
個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

▼
小
平
町
情
報
審
査
会
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

▼
小
平
町
情
報
公
開
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

○
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を

図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整

備
に
関
す
る
法
律
第
　
条
、

５０

第
　
条
に
よ
る
個
人
情
報
の

５１
保
護
に
関
す
る
法
律
が
改
正

さ
れ
、
個
人
情
報
保
護
制
度

の
見
直
し
が
必
要
と
な
っ
た

た
め
、
現
在
の
個
人
情
報
保

護
条
例
に
よ
る
運
用
か
ら
新

た
な
個
人
情
報
保
護
法
に
基

づ
く
運
用
へ
移
行
さ
せ
る
た

め
に
現
在
の
小
平
町
個
人
情

報
保
護
条
例
を
廃
止
し
、
新

た
に
小
平
町
個
人
情
報
の
保

護
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例

を
制
定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
小
平
町
情
報
審
査

会
条
例
を
全
部
改
正
、
小
平

町
情
報
公
開
条
例
の
一
部
を

改
正
し
ま
し
た
。

▼
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

○
自
家
用
車
で
出
張
す
る
場

合
の
車
賃
の
支
給
単
価
に
つ

い
て
改
正
し
ま
し
た
。

▼
小
平
町
フ
ル
タ
イ
ム
会
計

年
度
任
用
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

○
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任

用
職
員
の
給
料
表
の
改
正
を

し
ま
し
た
。

▼
小
平
町
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て○
民
法
及
び
児
童
福
祉
法
等

の
改
正
に
よ
り
、
所
要
の
改

正
を
し
ま
し
た
。

▼
小
平
町
特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育

事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法

及
び
学
校
教
育
法
の
改
正
に

よ
り
、
所
要
の
改
正
を
し
ま

し
た
。

▼
小
平
町
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営

の
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て

○
児
童
福
祉
法
に
基
づ
き
、

国
の
基
準
に
よ
り
、
所
要
の

改
正
を
し
ま
し
た
。

▼
小
平
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

○
国
民
健
康
保
険
税
率
の
全

道
統
一
化
に
向
け
た
税
率
改

正
を
し
ま
し
た
。

▼
小
平
町
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

○
健
康
保
険
法
施
行
令
等
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令
の
公

布
に
伴
い
、
出
産
育
児
一
時

金
の
額
を
　
万
円
か
ら
　
万

４２

５０

円
に
引
き
上
げ
る
改
正
を
し

ま
し
た
。

▼
お
び
ら
和
牛
繁
殖
セ
ン

タ
ー
設
置
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
分
娩
哺
育
牛
舎
及
び
堆
肥

舎
を
施
設
に
追
加
す
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
し
ま
し
た
。

第
１
回
臨
時

第
１
回
臨
時
会会

補

正

予

算

請
負
契
約
の
締
結

条

例

の

制

定

条
例
の
一
部
改
正

芋

咽

允

員

鰯鰯鰯

鰯鰯鰯

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

■
一
般
会
計
予
算
を
　
億
５
千
　
万
６
千
円
に

４７

３８１

■
小
平
町
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
の
制
定

■
副
町
長
に
叶
野
公
司
氏
を
同
意

【
３
月
定
例
会
】
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▼
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

９
号
）

《
質
疑
の
内
容
》

Ｑ
 西
村
議
員

①
診
療
所
経
営
委
託
料
の
減

額
に
つ
い
て
伺
う
。

②
漁
業
近
代
化
資
金
利
子
補

給
金
の
減
額
に
つ
い
て
伺
う
。

③
小
平
町
生
活
応
援
券
発
行

事
業
補
助
金
の
減
額
に
つ
い

て
伺
う
。

④
小
平
町
商
工
業
継
続
緊
急

支
援
金
の
減
額
に
つ
い
て
伺

う
。

⑤
ス
キ
ー
場
の
食
堂
委
託
料
、

食
堂
使
用
料
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
 小
野
寺
保
健
福
祉
課
長

①
町
内
４
箇
所
の
診
療
所
の

診
療
報
酬
の
減
額
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。

Ａ
 富
樫
経
済
課
長

②
当
初
貸
付
実
行
を
予
定
し

て
い
た
件
数
よ
り
少
な
か
っ

た
。

③
生
活
応
援
券
を
受
取
ら
な

か
っ
た
方
も
い
た
り
、
事
務

費
を
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き

た
。

④
当
初
見
積
も
っ
て
い
た
件

数
よ
り
申
込
が
少
な
か
っ
た
。

Ａ
 木
村
社
会
教
育
課
長

⑤
ス
キ
ー
場
の
食
堂
だ
け
で

は
、
経
営
は
、
難
し
い
の
で
、

人
件
費
相
当
分
と
し
て
委
託

料
を
計
上
し
て
い
る
。

▼
介
護
保
険
特
別
会
計
保
険

事
業
勘
定
補
正
予
算
（
第
３

号
）

《
質
疑
の
内
容
》

Ｑ
 西
村
議
員

　
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付

費
、
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー

ビ
ス
給
付
費
及
び
施
設
介
護

サ
ー
ビ
ス
給
付
費
の
増
減
理

由
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
 三
枝
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
長

　
介
護
保
険
上
、
居
宅
扱
い

と
住
宅
扱
い
が
あ
り
、
補
助

金
と
介
護
保
険
の
ね
じ
れ
が

あ
る
。

▼
第
６
次
小
平
町
総
合
計
画

後
期
基
本
計
画
の
策
定
に
つ

い
て

○
前
期
基
本
計
画
が
終
了
し

た
た
め
、
５
年
間
の
後
期
基

本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

▼
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

て○
沖
内
十
五
号
線

（
起
点
）字
沖
内
　
番
地
６
地

１２９

先（終
点
）字
沖
内
　
番
地
地
先

１２８

▼
小
平
町
総
合
交
流
タ
ー
ミ

ナ
ル
施
設
の
管
理
を
行
わ
せ

よ
う
と
す
る
事
業
者

○
東
京
都
中
央
区
築
地
２
丁

目
　
番
　
号

１２

１０

株
式
会
社
　
共
立
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
ズ
　

　
代
表
取
締
役
社
長

　
小
山
　
哲
郎

○
指
定
期
間

令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
３

年
間

▼
小
平
町
営
鬼
鹿
牧
場
の
管

理
を
行
わ
せ
よ
う
と
す
る
事

業
者

○
苫
前
郡
羽
幌
町
南
６
条
２

丁
目
　
番
地
の
４

１６

る
も
い
農
業
協
同
組
合

　
代
表
理
事
組
合
長

長
谷
川
　
裕
昭

○
指
定
期
間

令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
１

年
間

▼
小
平
町
国
民
保
護
計
画
に

関
す
る
計
画
変
更
に
つ
い
て

○
北
海
道
国
民
保
護
計
画
に

基
づ
き
、
変
更
し
ま
し
た
。

▼
小
平
町
議
会
個
人
情
報
保

護
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

○
新
た
な
個
人
情
報
保
護
法

が
、
令
和
５
年
４
月
１
日
か

ら
施
行
さ
れ
、
議
会
は
法
の

共
通
の
適
用
か
ら
除
外
さ
れ

た
た
め
、
条
例
を
制
定
し
ま

し
た
。

▼
副
町
長
の
選
任
に
つ
い
て

○
次
の
者
の
選
任
に
同
意
し

ま
し
た
。

札
幌
市
厚
別
区
厚
別
北
１
条

４
丁
目
１
倆
１
倆
　３０５

叶
　
野
　
公
　
司

昭
和
　
年
７
月
　
日
生

３５

１０

▼
閉
会
中
の
各
委
員
会
の
継

続
調
査

○
議
会
閉
会
中
で
も
各
委
員

会
の
所
管
す
る
事
務
及
び
事

件
に
つ
い
て
、
継
続
し
て
調

査
で
き
る
こ
と
に
決
定
し
ま

し
た
。

佳

夏

可

嫁

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

　このほど全国町村議会議長会から藤田　貢議長に対して、自治功労者表彰

が贈られました。

　議長在職７年以上の功績により表彰されたもので、３月３日、議員控室に

おいて前崎副議長から表彰状が伝達されました。

補

正

予

算

そ

の

他

指
定
管
理
者
の
指
定

報

告

発

議

議

長

発

議

同

意

長年の功績を讃えて
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①
２
期
８
年
間
の
私
の
質
問

事
項
に
対
す
る
未
実
施
事
業

の
進
捗
状
況
と
方
向
性
に
つ

い
て

②
高
齢
者
世
帯
と
独
居
老
人

の
安
否
確
認
体
制
に
つ
い
て

　
西
　
　
　
博
　
志

①
消
防
庁
舎
改
築
事
業
と
小

平
地
区
こ
ど
も
園
の
新
設
、

愛
生
園
入
所
者
の
災
害
時
の

避
難
体
制
を
含
め
た
移
転
・

建
替
え
に
つ
い
て
伺
う
。

②
支
援
員
に
よ
る
個
別
訪
問

以
外
の
対
策
と
し
て
、
光

フ
ァ
イ
バ
ー
網
等
を
利
用
し

た
高
齢
者
の
安
否
確
認
体
制

を
し
て
い
く
考
え
が
あ
る
か

伺
う
。

①
新
年
度
よ
り
、
消
防
庁
舎

内
に
改
築
準
備
室
を
設
置
し
、

早
期
実
施
を
図
る

こ
ど
も
園
は
、
早
期
に
整
備

補正後の額補 正 額既定予算額区　　　分

4，353，942

4，753，816

4，164

399，874

4，349，778

4，353，942

一般会計（９号）

　　〃　（10号）

63，187163，186後期高齢者医療特別会計

428，162△ 35，246463，408国民健康保険特別会計

373，006△ 13，425386，431介護保険特別会計

228，884△ 1，570230，454介護サービス事業特別会計

164，153△ 562164，715下水道事業特別会計

1，555，139△ 4，9501，560，089水道事業会計

（単位：千円）

令和４年度一般会計及び各特別会計補正予算

第１回定例会の一般質問は、 ３月14日に行われ、 ７名の議員が質問しました。
西　 博 志 議員　１．２期８年間の私の質問事項に対する未実施事業の進捗状況と方向性について

　　　　　　　　　 ２．高齢者世帯と独居老人の安否確認体制について
　

酒 谷　 貢 議員　１．「災害発生時における応急対策」について

　　　　　　　　　 ２．「河川の融雪期の治水対策」について
　

西 村 健 一 議員　１．人口減少社会に向けて
　

髙 野 謙 市 議員　１．肥料・資材等高騰対策における小平堆肥の有効活用について

　　　　　　　　　 ２．町内における森林所有者の今後の保全対策について
　

前 崎 正 弘 議員　１．おびら和牛繁殖センターについて
　

板 垣 良 二 議員　１．森林環境譲与税を活用した森林環境保全整備事業について

　　　　　　　　　 ２．ＧＩＧＡスクール構想の現状と今後の方向性と取組みについて
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が
必
要
と
考
え
、
移
転
・
建

設
場
所
を
検
討
す
る

愛
生
園
は
、
他
の
関
係
機
関

と
十
分
協
議
を
重
ね
、
避
難

体
制
の
充
実
を
図
る

②
高
齢
者
安
否
確
認
体
制
は
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
の
可
能
性
に
つ

い
て
検
討
す
る

町
長
　
関
　
　
　
次
　
雄

①
消
防
庁
舎
改
築
は
、
改
築

候
補
地
の
絞
り
込
み
や
規
模
、

設
備
に
つ
い
て
の
基
本
構
想

を
ま
と
め
て
い
る
。
新
年
度

か
ら
消
防
庁
舎
内
に
庁
舎
改

築
準
備
室
を
設
置
し
、
事
業

の
早
期
実
施
を
図
る
と
共
に

用
地
取
得
等
の
事
業
を
進
め
、

住
民
説
明
を
行
い
な
が
ら
留

萌
消
防
組
合
と
協
議
を
進
め
、

事
業
を
実
施
し
て
い
く
。

　
小
平
地
区
こ
ど
も
園
の
新

設
は
、
幼
児
教
育
の
充
実
と

子
育
て
支
援
の
目
的
を
達
成

し
、
そ
の
機
能
を
十
分
に
発

揮
す
る
為
に
も
小
平
幼
稚
園

に
併
設
す
る
事
が
望
ま
し
い

方
向
性
と
考
え
る
。
小
平
幼

稚
園
は
、
木
造
建
築
で
既
に

　
年
が
経
過
し
て
お
り
、
今

２３後
は
、
新
築
を
含
め
た
移
転

場
所
な
ど
を
検
討
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
現
状
に
あ
る
事

か
ら
、
施
設
規
模
や
財
源
並

び
に
建
設
場
所
等
、
課
題
も

あ
る
が
早
期
実
現
に
向
け
検

討
す
る
。

　
愛
生
園
は
、
土
砂
災
害
警

戒
区
域
と
な
っ
て
い
て
、
将

来
的
に
大
規
模
改
修
や
建
替

え
が
必
要
と
な
る
場
合
も
あ

る
事
か
ら
、
避
難
体
制
は
、

火
災
発
生
時
に
対
応
す
る
た

め
の
「
防
火
管
理
規
定
」
又
、

土
砂
災
害
時
に
お
け
る
「
土

砂
災
害
避
難
確
保
計
画
」、

更
に
災
害
発
生
時
に
お
け
る

業
務
の
継
続
、
体
制
を
定
め

た
「
自
然
災
害
業
務
継
続
計

画
」
等
を
策
定
し
、
今
後
も

他
の
関
係
機
関
と
十
分
協
議

を
重
ね
た
上
で
、
利
用
者
の

安
心
・
安
全
を
守
る
た
め
、

避
難
体
制
の
充
実
を
図
っ
て

い
く
。

②
高
齢
者
世
帯
と
独
居
老
人

の
安
否
確
認
体
制
に
つ
い
て

は
、
一
年
前
に
完
成
し
た
情

報
通
信
網
・
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
や
Ａ
Ｉ
な
ど
を
活
用
し
た

見
守
り
や
、
血
圧
・
心
拍
な

ど
の
健
康
管
理
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
等
を
使
用
し
た
健
康
管
理

の
助
言
を
行
う
事
に
よ
っ
て
、

デ
ジ
タ
ル
社
会
構
築
の
時
代

か
ら
、
遅
れ
を
取
ら
な
い
よ

う
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
従
来
の
家
庭
奉
仕
員
に
よ

る
き
め
細
や
か
な
見
守
り
と
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た

即
応
的
な
在
宅
見
守
り
シ
ス

テ
ム
の
融
合
に
よ
り
、
高
齢

者
の
誰
も
が
孤
立
せ
ず
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

自
立
し
た
暮
ら
し
を
続
け
る

事
が
で
き
る
環
境
の
整
備
に

向
け
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
安
否

確
認
体
制
導
入
の
可
能
性
に

つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
た

い
。

①
「
災
害
発
生
時
に
お
け
る

応
急
対
策
」
に
つ
い
て

②
「
河
川
の
融
雪
期
の
治
水

対
策
」
に
つ
い
て

　
酒
　
谷
　
　
　
貢

①
小
平
地
区
、
臼
谷
地
区
津

波
災
害
時
、
以
前
配
布
さ
れ

た
防
災
マ
ッ
プ
に
よ
る
と
予

想
範
囲
内
に
鬼
鹿
の
多
目
的

防
災
交
流
施
設
が
入
っ
て
お

り
ま
す
。
防
災
マ
ッ
プ
の
見

直
し
を
考
え
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
小
平
地
区
に
お
い
て

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
、
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー
や
小
平
小
学

校
の
屋
上
な
ど
を
避
難
場
所

と
し
て
整
備
す
る
考
え
が
な

い
の
か
。
こ
れ
か
ら
の
高
齢

化
社
会
に
向
け
て
足
の
悪
い

高
齢
者
が
沢
山
増
え
る
と
思

い
ま
す
。
一
人
で
逃
げ
る
の

に
は
、
困
難
な
人
が
増
え
る

中
、
高
い
建
物
が
近
く
に
あ

れ
ば
良
い
と
い
う
思
い
で
質

問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

臼
谷
地
区
か
ら
は
、
そ
う
い

う
施
設
が
欲
し
い
と
い
う
お

願
い
も
あ
り
ま
す
。
町
長
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

②
大
雨
に
限
ら
ず
春
先
に
は

融
雪
に
よ
り
河
川
が
増
水
し

氾
濫
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
護
岸
が
削
ら
れ

危
険
な
状
況
で
あ
り
ま
す
。

住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
す
た

め
に
は
、
町
と
し
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
い

ま
す
。

①
災
害
対
策
の
基
本
は
、
一

人
ひ
と
り
が
防
災
意
識
を
高

め
「
自
助
」
の
力
を
高
め
る

こ
と
で
あ
る

②
普
通
河
川
の
流
下
能
力
を

確
保
で
き
る
よ
う
、
適
切
な

維
持
管
理
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す

町
長
　
関
　
　
　
次
　
雄

①
津
波
警
報
が
出
た
場
合
、

町
が
指
定
す
る
避
難
場
所
、

避
難
所
に
避
難
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
原
則
は
、
建
物
の

上
だ
か
ら
安
心
だ
と
言
い
切

れ
な
い
た
め
、
近
く
の
高
い

と
こ
ろ
、
山
へ
避
難
を
開
始

す
る
こ
と
が
応
急
対
策
と
考

え
て
い
る
。
小
平
、
臼
谷
地

区
も
含
め
防
災
関
連
の
施
設

を
建
替
え
時
に
考
慮
す
べ
き

と
考
え
ま
す
。

②
町
で
は
、
融
雪
期
、
豪
雨

時
に
河
道
の
変
状
な
ど
を
把

握
す
る
た
め
、
定
期
的
に
点

検
し
て
お
り
、
臼
谷
の
沢
川

の
市
街
地
区
域
に
関
し
ま
し

て
護
岸
施
設
が
整
備
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
臼
谷
の
沢
川
は
、

あ
れ
だ
け
曲
が
っ
て
い
る
川

で
す
か
ら
一
番
危
険
河
川
に

な
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
早

急
に
方
法
を
考
え
て
提
示
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

◆
補
足
説
明

　
企
画
振
興
課
長

　
廣
　
澤
　
誠
　
一

　
防
災
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、

令
和
４
年
度
版
が
で
き
て
お

り
３
月
　
日
納
品
と
い
う
こ

１７

と
で
で
き
次
第
配
布
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
社
会
に
向
け
て

　
西
　
村
　
健
　
一

　
小
平
町
の
人
口
は
今
後
　１５

年
以
内
に
２
千
人
を
割
る
予

測
と
な
っ
て
い
る
た
め
早
急

に
対
策
を
と
る
必
要
が
あ
る

が
、
行
政
と
し
て
の
考
え
を

伺
う
。

ま
た
、
人
口
減
少
を
見
据
え



９

た①
役
場
組
織
の
再
編
制

②
基
幹
産
業
へ
の
支
援

③
学
校
統
合
を
含
め
た
教
育

体
制

に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

地
方
へ
の
新
た
な
人
の
流
れ

を
創
出
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
の
推
進
、
地
域
に
仕
事
を

つ
く
る
た
め
に
、
ス
マ
ー
ト

農
業
導
入
経
営
体
数
の
増
、

地
域
内
企
業
の
Ｉ
Ｏ
Ｔ
導
入

率
の
向
上
な
ど
、
地
域
の
個

性
や
魅
力
を
生
か
し
た
ビ

ジ
ョ
ン
の
再
構
築
を
図
っ
て

ま
い
り
た
い

町
長
　
関
　
　
　
次
　
雄

　
人
口
減
少
に
耐
え
う
る
施

策
を
「
第
２
期
総
合
戦
略
」

に
位
置
付
け
「
い
ま
や
る
し

か
な
い
」
と
い
う
強
い
危
機

感
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
ち
、

ふ
る
さ
と
再
生
の
可
能
性
を

信
じ
て
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
。
今
後
も
町
民
生
活
の

満
足
度
を
高
め
、
地
方
回
帰

の
機
運
に
沿
う
ま
ち
づ
く
り

を
す
る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
技

術
も
活
用
し
た
う
え
で
地
域

課
題
の
解
決
を
目
指
し
て
い

き
た
い
。

①
担
当
に
と
ら
わ
れ
ず
役
場

全
体
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
課
題

に
精
通
し
て
い
く
こ
と
で
、

一
人
一
人
が
し
っ
か
り
と
し

た
認
識
を
持
ち
な
が
ら
、
新

し
い
体
制
や
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
議
会
と
も
協
議
し

て
進
め
て
い
き
た
い
。

②
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
、

漁
業
や
商
工
業
に
つ
い
て
基

盤
を
守
り
繋
げ
て
い
た
だ
け

る
方
を
大
切
に
育
て
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。
力
強
い
産
業
基
盤

づ
く
り
を
目
指
し
短
期
的
支

援
と
持
続
的
支
援
を
考
え
て

い
き
た
い
。

③
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
に
よ
り

保
護
者
意
見
を
し
っ
か
り
と

把
握
し
な
が
ら
、
学
校
統
合

を
含
め
、
時
代
を
見
据
え
た

コ
ン
パ
ク
ト
な
町
づ
く
り
の

な
か
で
も
子
供
た
ち
を
一
番

に
考
え
た
教
育
体
制
の
構
築

を
目
指
し
、
地
域
が
一
体
と

な
っ
て
考
え
て
い
け
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

①
肥
料
等
の
高
騰
、
農
業
者

支
援
を

②
森
林
所
有
者
の
今
後
の
保

全
対
策
は

　
髙
　
野
　
謙
　
市

①
現
在
も
上
昇
傾
向
に
あ
る

肥
料
、
資
材
等
の
高
騰
対
策

の
一
環
と
し
て
、
国
で
は
、

堆
肥
の
有
効
活
用
を
推
進
し

て
い
る
。
現
在
も
１
ｔ
当
た

り
４
千
円
で
販
売
し
て
い
る

が
、
堆
肥
の
販
売
促
進
と
有

効
活
用
の
た
め
、
堆
肥
の
半

額
助
成
を
実
施
す
る
考
え
は

あ
る
か
伺
い
ま
す
。

②
町
内
の
森
林
所
有
者
が
高

齢
の
た
め
、
無
償
で
譲
渡
を

希
望
す
る
方
が
増
え
て
い
る
。

本
町
の
森
林
面
積
の
　
％
、

６０

所
有
者
の
　
％
が
不
在
森
林

３７

所
有
者
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
森
林
所
有
者
に
対

す
る
施
策
及
び
推
進
対
策
に

つ
い
て
伺
う
。

①
中
山
間
事
業
及
び
産
地
交

付
金
の
活
用
を

②
国
や
道
の
対
策
事
業
を
最

大
限
に
活
用
し
な
が
ら
、
森

林
所
有
者
、
関
係
機
関
と
協

議
し
支
援
策
を
検
討
す
る

町
長
　
関
　
　
　
次
　
雄

①
小
平
町
で
は
、
生
産
者
や

Ｊ
Ａ
等
の
要
望
の
も
と
、
平

成
　
年
度
か
ら
堆
肥
施
設
を

１９
稼
働
し
堆
肥
生
産
を
行
っ
て

い
る
。
化
学
肥
料
や
農
薬
の

使
用
を
減
少
さ
せ
る
た
め
、

今
後
も
安
定
的
な
有
機
堆
肥

の
生
産
を
Ｊ
Ａ
、
生
産
者
と

連
携
し
て
進
め
て
い
く
。
堆

肥
の
補
助
事
業
に
つ
い
て
は
、

中
山
間
直
接
支
払
交
付
金
に

よ
る
集
落
共
同
活
動
の
助
成

を
は
じ
め
、
産
地
交
付
金
を

活
用
し
た
堆
肥
散
布
の
支
援

と
い
っ
た
取
り
組
み
が
進
ん

で
い
る
事
か
ら
、
現
状
で
の

支
援
は
考
え
て
い
な
い
。

②
小
平
町
内
に
お
け
る
森
林

所
有
者
の
今
後
の
保
全
対
策

に
つ
い
て
で
す
が
、
森
林
環

境
譲
与
税
の
活
用
を
促
し
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

森
林
を
適
切
に
管
理
す
る
事

は
容
易
で
は
な
く
、
作
業
通

路
の
整
備
の
他
、
施
業
が
困

難
な
地
形
な
ど
の
課
題
が
多

く
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決

す
べ
く
、
国
や
道
の
支
援
を

活
用
し
な
が
ら
私
有
林
の
整

備
を
進
め
た
い
。
森
林
組
合

と
も
連
携
し
て
「
ふ
る
さ
と

相
談
会
」
を
毎
年
実
施
し
て

い
る
が
、
適
切
な
森
林
管
理

の
促
進
に
向
け
関
係
機
関
と

連
携
し
て
効
率
的
な
施
業
が

で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
き

た
い
。

◆
補
足
説
明

　
農
業
委
員
会

　
会
長
　
租

本

淳

一

②
農
業
委
員
会
か
ら
の
立
場

と
し
て
報
告
致
し
ま
す
が
、

農
業
者
は
、
森
林
と
隣
接
し

て
い
る
農
地
を
多
く
所
有
し

て
お
り
、
森
林
の
整
備
等
に

も
農
道
、
林
道
は
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
農
地
と
森
林
は
、
密

接
な
関
係
も
あ
り
ま
す
の
で
、

今
後
、
森
林
整
備
事
業
等
を

実
施
す
る
に
あ
た
り
、
農
地

を
含
め
道
路
の
確
保
が
最
優

先
で
あ
る
。

お
び
ら
和
牛
繁
殖
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て

　
前
　
崎
　
正
　
弘

　
お
び
ら
和
牛
繁
殖
セ
ン

タ
ー
整
備
事
業
で
は
、
資
材

高
騰
等
に
よ
り
施
設
規
模
及

び
飼
養
頭
数
の
縮
小
が
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
現
状
の
中
で
の
事
業

の
目
標
と
今
後
の
取
り
進
め

方
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

生
産
者
の
意
向
や
優
先
度
を

考
慮
し
な
が
ら
段
階
的
に
整

備
し
て
い
る

町
長
　
関
　
　
　
次
　
雄

　
現
在
、
国
に
申
請
し
て
い

る
計
画
の
と
お
り
３
期
目
の

事
業
を
行
う
と
繁
殖
牛
　
頭
２１０
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を
受
け
入
れ
、
妊
娠
、
分
娩

さ
せ
、
子
牛
を
哺
育
育
成
し
、

市
場
出
荷
、
若
し
く
は
、
繁

殖
牛
と
し
て
供
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
繁
殖
牛
舎
と

し
て
基
本
施
設
が
一
式
揃
う

こ
と
、
近
年
の
建
設
資
材
の

高
騰
な
ど
を
総
合
的
に
判
断

し
、
令
和
５
年
度
の
整
備
を

も
っ
て
、
環
境
整
備
を
除
い

て
、
一
時
立
ち
止
ま
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

　
一
方
、
和
牛
繁
殖
セ
ン

タ
ー
整
備
に
あ
た
り
設
置
し

た
和
牛
農
家
、
農
協
、
農
業

改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
及
び
振

興
局
な
ど
の
関
係
機
関
か
ら

な
る
「
お
び
ら
和
牛
産
地
戦

略
策
定
検
討
委
員
会
」
に
よ

り
ま
す
と
、
当
面
必
要
な
施

設
は
、
繁
殖
牛
　
頭
規
模
と

３６０

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
地
方
創
生
の

事
業
は
、
交
流
人
口
の
増
加
、

定
住
人
口
の
確
保
、
雇
用
を

図
る
と
い
う
目
標
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
建
設
コ
ス
ト
等
の

経
済
状
況
や
繁
殖
牛
の
増
頭

状
況
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案

し
、
今
後
の
方
向
性
に
つ
い

て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

①
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用

し
た
森
林
環
境
保
全
整
備
事

業
に
つ
い
て

②
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

の
現
状
と
今
後
の
方
向
性
と

取
組
み
に
つ
い
て

　
板
　
垣
　
良
　
二

①
定
例
会
初
日
の
行
政
執
行

方
針
で
、
森
林
環
境
の
保

全
・
整
備
に
つ
い
て
、
木
材

を
活
用
し
た
公
共
施
設
の
整

備
等
に
つ
い
て
森
林
環
境
譲

与
税
を
活
用
し
、
発
展
を
図

り
た
い
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
な
部
分
で
の
活
用

等
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
森
林
環
境
譲
与
税

を
活
用
し
、
８
割
の
森
林
面

積
を
要
す
る
町
内
の
森
林
環

境
保
全
整
備
に
つ
い
て
民

有
・
公
有
も
含
め
、
今
後
ど

の
よ
う
な
整
備
を
し
て
森
林

を
守
る
の
か
町
長
の
考
え
に

つ
い
て
伺
う
。

②
　
年
よ
り
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

２０２１
ク
ー
ル
構
想
に
よ
り
、
町
内

の
小
中
学
生
１
人
１
台
の
端

末
機
が
整
備
・
導
入
さ
れ
ま

し
た
が
、
導
入
に
伴
い
学
校

で
の
活
用
等
の
現
状
が
ど
の

よ
う
な
状
況
な
の
か
。

　
ま
た
、
今
後
の
学
校
教
育

現
場
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
方
向

性
等
に
つ
い
て
、
教
育
委
員

会
の
考
え
を
伺
う
。

①
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用

し
た
間
伐
に
よ
る
森
林
管
理

の
推
進
、
木
材
利
用
等
、
森

林
整
備
を
推
進
す
る

町
長
　
関
　
　
　
次
　
雄

①
脱
炭
素
化
に
よ
る
「
森
林

吸
収
量
の
確
保
・
強
化
を
図

る
施
策
が
推
進
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
公
有
林
だ
け
で
は

な
く
、
民
有
林
を
含
む
森
林

整
備
の
促
進
や
算
定
対
象
と

な
る
森
林
の
確
保
が
重
要
と

な
っ
て
お
り
、
町
と
し
て
も
、

道
、
森
林
組
合
と
の
連
携
に

よ
り
、
譲
与
税
を
活
用
し
た

間
伐
に
よ
る
森
林
管
理
の
推

進
、
木
材
利
用
の
促
進
や
普

及
啓
発
等
計
画
的
な
森
林
整

備
を
推
進
し
、
森
林
認
証
制

度
を
利
用
し
た
施
設
づ
く
り

に
取
り
組
み
た
い
。
引
き
続

き
長
期
的
な
視
野
に
立
ち
、

需
要
喚
起
策
を
推
進
し
、
森

林
管
理
に
対
す
る
理
解
の
浸

透
を
図
る
。

②
教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
指
導
力
の

向
上
と
研
究
支
援
を
図
る

教
育
長
　
金
澤
弘
幸

②
令
和
３
年
度
よ
り
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
り
１

人
１
台
端
末
の
活
用
が
ス

タ
ー
ト
し
て
今
年
で
２
年
目

を
迎
え
、
１
年
目
は
校
内
で

の
活
用
、
２
年
目
か
ら
は
持

ち
帰
っ
て
の
活
用
で
取
り
組

み
が
進
ん
で
き
て
い
る
状
況

で
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
学
習
機
会

が
脅
か
さ
れ
る
事
態
が
起
き
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
い
リ
モ
ー

ト
学
習
を
行
い
全
児
童
生
徒

の
学
び
を
保
証
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
ま
た
、
朝
の
健
康

状
態
の
チ
ェ
ッ
ク
や
家
庭
と

の
連
絡
ツ
ー
ル
、
欠
席
時
の

授
業
配
信
や
時
間
割
予
定
等

を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
り
、

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
ソ
フ
ト
を

使
い
自
ら
の
考
え
を
表
現
し

た
り
、
課
題
等
を
把
握
し
た

り
、
手
本
と
な
る
動
画
等
を

見
て
課
題
解
決
を
図
る
こ
と

が
で
き
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
、
特

別
な
も
の
で
は
な
く
、
筆
や

鉛
筆
同
様
な
学
習
用
具
と

な
っ
て
い
る
。
本
町
で
は
、

教
育
研
究
所
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
コ
ア

チ
ー
ム
を
作
り
、
年
４
回
特

別
委
員
会
に
お
い
て
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
持
ち
帰
り
の
基
準

や
ア
プ
リ
作
成
の
関
係
な
ど

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
課
題
点
や
解

決
策
等
を
探
っ
て
い
る
状
況

で
あ
る
。
リ
モ
ー
ト
に
よ
る

全
教
職
員
対
象
の
研
修
会
を

実
施
し
、
教
職
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

指
導
力
の
向
上
に
努
め
て
お

り
、
町
教
委
と
し
て
も
こ
れ

か
ら
の
研
究
に
つ
い
て
支
援
、

要
望
に
応
じ
て
い
く
考
え
で

あ
る
。

◆
補
足
説
明

　
経
済
課
長
　
富
　
樫
　
治
　
彦

①
森
林
環
境
譲
与
税
の
予
算

計
上
に
つ
い
て
、
総
額
２
千

　
万
円
程
を
予
算
充
当
で
考

２２０え
て
い
る
。
内
訳
は
、
林
業

振
興
費
で
　
万
円
、
財
産
管

５６０

理
費
で
１
千
　
万
円
で
林
業

６５８

振
興
費
の
内
、
私
有
林
等
整

備
事
業
補
助
金
　
万
円
や
管

４５０

理
シ
ス
テ
ム
保
守
委
託
料
等

に
充
当
し
て
い
る
。
財
産
管

理
費
に
つ
い
て
は
、
臼
谷
イ

ベ
ン
ト
広
場
の
整
備
事
業
、

鬼
鹿
小
公
園
整
備
事
業
に
合

わ
せ
て
１
千
　
万
円
を
充
当

６５０

し
て
い
る
。
単
価
の
設
定
に

つ
い
て
は
、
北
海
道
の
定
め

る
標
準
単
価
の
　
％
以
内
で

８５

設
定
し
て
い
る
。
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新
年
度
予
算
は
議
員
全
員

で
構
成
す
る
予
算
審
査
特
別

委
員
会
（
前
崎
委
員
長
）
に

付
託
さ
れ
、
３
月
　
・
　
日

１６

１７

の
２
日
間
で
審
査
さ
れ
ま
し

た
。
　
主
な
質
問
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

■
 総
務
費
（
歳
出
）

Ｑ
 酒
谷
委
員

①
小
平
町
空
き
家
等
実
態
調

査
委
託
料
に
つ
い
て
伺
う
。

②
公
園
遊
具
等
点
検
委
託
料

に
つ
い
て
、
内
容
と
実
施
時

期
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
 廣
澤
企
画
振
興
課
長

①
空
き
家
等
対
策
計
画
の
策

定
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、

住
宅
の
不
良
度
の
測
定
な
ど

に
よ
る
現
地
調
査
、
所
有
者

の
調
査
、
空
き
家
台
帳
の
作

成
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

Ａ
 三
口
財
政
課
長

②
小
平
中
央
公
園
と
鬼
鹿
小

公
園
の
残
っ
て
い
る
遊
具
の

劣
化
度
合
い
の
点
検
で
あ
り
、

専
門
業
者
へ
委
託
し
て
６
月

ま
で
に
は
完
了
予
定
で
あ
る
。

Ｑ
 西
委
員

①
小
平
町
地
域
公
共
交
通
活

性
化
協
議
会
負
担
金
に
つ
い

て
伺
う
。

②
庁
舎
保
守
管
理
委
託
料
に

つ
い
て
委
託
内
容
を
伺
う
。

　
ま
た
、
庁
舎
の
雨
漏
り
に

つ
い
て
点
検
、
修
繕
状
況
を

説
明
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ
 廣
澤
企
画
振
興
課
長

①
公
共
交
通
会
議
を
法
定
協

議
会
へ
と
移
行
し
て
協
議
を

行
う
た
め
の
経
費
で
あ
る
。

Ａ
 三
口
財
政
課
長

②
こ
れ
ま
で
の
庁
舎
の
当
直

や
ボ
イ
ラ
ー
操
作
に
加
え
庁

舎
の
清
掃
業
務
を
含
め
た
委

託
で
あ
る
。

　
庁
舎
の
雨
漏
り
に
つ
い
て

は
、
原
因
箇
所
が
特
定
で
き

な
い
状
況
に
あ
る
。
再
度
委

託
業
者
と
協
議
し
て
対
応
し

て
い
く
。

Ｑ
 山
内
委
員

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
対
応
状

況
と
運
用
方
法
に
つ
い
て
伺

う
。
ま
た
、
特
産
品
Ｐ
Ｒ
等

つ
い
て
外
部
委
託
の
可
能
性

に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
 三
口
財
政
課
長

　
令
和
４
年
度
に
つ
い
て
は
、

特
定
の
返
礼
品
が
不
足
し
た

影
響
が
で
て
い
る
。
ふ
る
さ

と
納
税
に
つ
い
て
は
、
寄
付

額
を
振
興
基
金
に
積
み
立
て

た
う
え
で
運
用
検
討
を
し
て

い
る
。
今
後
に
つ
い
て
は
、

積
立
金
を
利
用
し
た
特
産
品

開
発
の
委
託
等
に
つ
い
て
も

前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
た

い
。

Ｑ
 板
垣
委
員

①
小
平
町
特
産
品
振
興
支
援

事
業
補
助
金
に
つ
い
て
、
実

績
と
成
果
検
討
に
つ
い
て
伺

う
。

②
庁
舎
車
庫
建
替
基
本
設
計

委
託
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
 廣
澤
企
画
振
興
課
長

①
令
和
２
年
４
件
、
令
和
３

年
１
件
、
令
和
４
年
１
件
で

あ
る
。
成
果
の
調
査
・
検
討

の
在
り
方
を
含
め
補
助
内
容

に
つ
い
て
見
直
し
を
進
め
て

い
き
た
い
。

Ａ
 三
口
財
政
課
長

②
現
在
の
車
庫
を
解
体
し
た

う
え
で
、
ま
ず
は
主
要
な
車

両
６
台
の
車
庫
を
検
討
し
て

い
る
。

Ｑ
 西
村
委
員

①
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。

②
庁
舎
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
維

持
管
理
委
託
料
に
つ
い
て
伺

う
。

③
お
び
ま
る
グ
ッ
ズ
制
作
委

託
料
に
つ
い
て
伺
う
。

④
町
内
会
活
動
補
助
金
及
び

防
犯
灯
費
の
負
担
補
助
に
つ

い
て
伺
う
。

Ａ
 廣
澤
企
画
振
興
課
長

①
最
大
限
活
躍
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
措
置
を
講
じ
て
い

る
。
任
期
満
了
後
の
対
応
も
、

含
め
今
後
も
多
く
の
協
力
隊

員
が
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う

要
綱
の
整
備
や
Ｐ
Ｒ
を
進
め

て
い
き
た
い
。

②
庁
舎
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

機
器
に
関
わ
る
保
守
管
理
で

あ
り
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
に
委
託

し
て
い
る
。

③
欠
品
し
て
い
る
立
体
マ
ス

コ
ッ
ト
ス
ト
ラ
ッ
プ
の
補
充

で
あ
る
。

④
世
帯
割
及
び
各
町
内
会
単

位
で
補
助
し
て
お
り
長
年
変

更
は
な
い
が
妥
当
な
金
額
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
防
犯
灯
に
つ
い
て
は
、
地

区
毎
の
設
置
状
況
も
ふ
ま
え

て
前
向
き
に
検
討
し
て
い
き

た
い
。

Ｑ
 髙
野
委
員

　
庁
舎
内
の
ト
イ
レ
設
備
に

つ
い
て
、
定
期
的
な
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
の
必
要
性
に
つ
い
て

伺
う
。

Ａ
 三
口
財
政
課
長

　
修
繕
対
応
は
し
て
い
る
が
、

さ
ら
に
し
っ
か
り
と
し
た
対

応
に
努
め
て
い
き
た
い
。

Ｑ
 藤
田
委
員

①
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ

い
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
う
。

②
防
災
備
品
つ
い
て
、
公
用

車
を
利
用
し
た
電
源
利
用
設

備
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
 廣
澤
企
画
振
興
課
長

①
教
育
部
局
と
連
携
を
取
り

な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

②
現
状
で
は
未
検
討
で
あ
る
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が
、
道
の
駅
の
既
存
設
備
の

状
況
を
含
め
て
検
討
を
進
め

て
い
き
た
い
。

Ａ
 金
澤
教
育
長

①
管
内
で
も
実
績
が
あ
る
た

め
、
前
向
き
に
要
望
し
て
い

き
た
い
。

■
 民
生
費
（
歳
出
）

Ｑ
 板
垣
委
員

①
乳
幼
児
等
医
療
費
に
つ
い

て
伺
う
。

②
後
期
高
齢
者
医
療
療
養
給

付
費
負
担
金
に
つ
い
て
伺
う
。

③
出
産
・
子
育
て
応
援
給
付

金
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
 小
野
寺
保
健
福
祉
課
長

①
０
歳
か
ら
高
校
３
年
生
ま

で
の
医
療
費
に
関
し
て
、
通

院
・
入
院
・
初
診
時
一
部
負

担
金
な
ど
区
分
に
関
係
な
く

負
担
し
て
い
る
。

②
負
担
割
合
は
国
が
 
、
道

が
 
、
町
が
 
、
残
額
に
つ

い
て
保
険
料
で
の
負
担
と

な
っ
て
い
る
。

③
子
育
て
関
係
の
負
担
軽
減

を
図
る
た
め
に
妊
娠
届
出
時

に
５
万
円
、
出
生
届
出
時
に

５
万
円
を
給
付
す
る
も
の
で

あ
る
。

　
令
和
５
年
度
に
つ
い
て
は
、

出
産
予
定
　
名
、
妊
娠
届
出

１５

　
名
の
　
万
円
を
計
上
し
て

１７

１６０

い
る
。

Ｑ
 西
村
委
員

　
障
害
者
が
在
宅
す
る
住
宅

に
対
す
る
改
修
補
助
に
つ
い

て
伺
う
。

Ａ
 小
野
寺
保
健
福
祉
課
長

　
一
般
住
宅
や
介
護
保
険
に

お
い
て
改
修
補
助
が
あ
る
た

め
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
 髙
野
委
員

　
高
齢
者
交
通
事
業
委
託
料

の
減
額
の
要
因
に
つ
い
て
伺

う
。

Ａ
 小
野
寺
保
健
福
祉
課
長

　
令
和
４
年
度
か
ら
鬼
鹿
地

区
の
タ
ク
シ
ー
運
行
が
な
く

な
っ
た
こ
と
に
よ
る
減
額
で

あ
る
。

Ｑ
 藤
田
委
員

　
家
族
介
護
手
当
に
つ
い
て
、

現
状
と
今
後
の
対
応
に
つ
い

て
伺
う
。

Ａ
 小
野
寺
保
健
福
祉
課
長

　
令
和
５
年
度
に
つ
い
て
は
、

対
象
者
が
い
な
く
な
っ
た
た

め
計
上
し
て
い
な
い
が
、
今

後
に
つ
い
て
は
、
要
介
護
者

及
び
家
族
の
状
況
な
ど
も
踏

ま
え
て
要
綱
の
検
討
を
進
め

た
い
。

■
 衛
生
費
（
歳
出
）

Ｑ
 板
垣
委
員

　
南
部
衛
生
組
合
負
担
金
の

増
額
に
つ
い
て
の
要
因
を
伺

う
。

Ａ
 東
藤
生
活
環
境
課
長

　
各
施
設
に
お
け
る
燃
料
費

等
の
増
額
及
び
修
繕
に
伴
う

増
額
で
あ
る
。

■
 農
林
水
産
業
費
（
歳
出
）

Ｑ
 酒
谷
委
員

①
産
業
ま
つ
り
開
催
補
助
金

の
増
額
の
要
因
に
つ
い
て
伺

う
。

②
新
規
就
農
者
育
成
総
合
対

策
事
業
補
助
金
に
つ
い
て
伺

う
。

③
小
平
町
私
有
林
等
整
備
事

業
補
助
金
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
 富
樫
経
済
課
長

①
３
年
間
中
止
し
て
い
た
た

め
、
資
材
の
更
新
や
食
糧
費

の
組
替
え
、
イ
ベ
ン
ト
シ
ョ
ー

の
充
実
を
図
る
た
め
の
増
額

計
上
で
あ
る
。

②
新
規
、
親
元
就
農
５
年
以

内
の
方
に
対
し
て
３
年
間
の

経
営
開
始
資
金
を
支
援
す
る

も
の
で
あ
る
。

③
保
育
間
伐
、
間
伐
、
枝
打

ち
等
に
つ
い
て
、
北
海
道
の

標
準
経
費
の
　
％
以
内
の
単

８５

価
で
実
施
す
る
た
め
も
の
で

あ
る
。

Ｑ
 山
内
委
員

　
ゆ
う
ゆ
う
そ
う
の
運
営
に

つ
い
て
、
令
和
４
年
度
の
実

績
と
委
託
料
の
内
容
に
つ
い

て
伺
う
。
ま
た
、
実
績
や
収

支
の
見
通
し
が
立
た
な
い
状

況
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
と

ら
え
て
い
る
の
か
。

Ａ
 富
樫
経
済
課
長

　
２
月
現
在
の
収
支
状
況
は

収
入
が
　
万
円
、
支
出
が
　

１７４

８４９

万
円
で
あ
り
、
委
託
料
は
指

定
管
理
料
　
万
円
で
あ
る
。

８２０

　
次
年
度
以
降
、
集
客
の
た

め
の
Ｐ
Ｒ
等
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
指
定
管
理
先
と
協
議

を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

Ｑ
 板
垣
委
員

①
道
営
農
業
競
争
力
強
化
農

地
整
備
事
業
負
担
金
に
つ
い

て
伺
う
。

②
次
世
代
農
業
促
進
生
産
基

盤
整
備
特
別
対
策
事
業
補
助

金
に
つ
い
て
伺
う
。

③
農
道
整
備
特
別
対
策
事
業

負
担
金
に
つ
い
て
地
域
と
内

容
を
伺
う
。

Ａ
 富
樫
経
済
課
長

①
大
椴
子
川
地
区
の
基
盤
整

備
事
業
で
あ
る
。

②
道
営
農
業
競
争
力
強
化
農

地
整
備
事
業
に
係
る
改
良
区

に
支
払
う
補
助
金
で
あ
り
、

道
の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
補
助
金

と
町
の
補
助
金
を
合
算
し
て

支
払
う
も
の
で
あ
る
。

③
沖
内
地
区
の
道
路
改
良
舗

装
事
業
に
つ
い
て
で
あ
り
、

町
の
負
担
率
は
　
％
で
あ
る
。

５０

Ｑ
 西
村
委
員

①
新
規
就
農
者
育
成
総
合
対

策
事
業
補
助
金
に
つ
い
て
は

農
業
が
対
象
だ
が
、
他
の
産

業
従
事
者
へ
の
対
応
は
何
か

考
え
て
い
る
か
。

②
堆
肥
製
造
セ
ン
タ
ー
の
屋

根
の
補
修
に
つ
い
て
、
物
価

の
高
騰
に
よ
り
遅
れ
て
い
る

が
、
安
全
性
な
ど
に
問
題
は

な
い
か
。
ま
た
、
実
際
に
い

つ
頃
発
注
す
る
予
定
な
の
か
。

Ａ
 富
樫
経
済
課
長

①
こ
の
事
業
は
国
か
ら
の
　１００

％
補
助
事
業
で
あ
る
。
他
の

一
次
産
業
や
商
工
業
者
へ
の

対
応
は
、
今
の
と
こ
ろ
考
え

は
な
い
。

②
実
施
設
計
に
つ
い
て
、
単

価
の
修
正
や
事
業
費
の
バ
ラ

12
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ン
ス
を
考
慮
し
た
う
え
で
、

早
期
に
発
注
で
き
る
よ
う
考

え
て
い
き
た
い
。

Ａ
 今
経
済
課
長
補
佐

②
安
全
性
の
確
認
に
つ
い
て

現
在
は
、
月
に
２
回
安
全
確

認
及
び
機
械
設
備
の
点
検
を

行
っ
て
い
る
。

■
 商
工
費
（
歳
出
）

Ｑ
 山
内
委
員

　
ゆ
っ
た
り
か
ん
の
指
定
管

理
料
に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ

ナ
に
よ
る
影
響
に
つ
い
て
考

慮
し
た
も
の
か
。
ま
た
、
鬼

鹿
地
区
の
観
光
交
流
セ
ン

タ
ー
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、

今
後
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

Ａ
 富
樫
経
済
課
長

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
や
物
価
高

騰
の
影
響
に
つ
い
て
は
予
測

し
き
れ
な
い
が
、
通
年
の
安

定
運
営
を
判
断
し
て
妥
当
な

も
の
と
考
え
て
い
る
。
観
光

交
流
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は

残
り
１
年
間
の
契
約
期
間
が

残
っ
て
い
る
た
め
、
次
回
の

契
約
よ
り
内
容
を
協
議
し
て

い
き
た
い
。

■
 土
木
費
（
歳
出
）

Ｑ
 板
垣
委
員

　
工
事
請
負
費
の
内
容
に
つ

い
て
伺
う
。
ま
た
、
今
後
の

河
川
の
修
繕
に
つ
い
て
の
考

え
を
伺
う
。

Ａ
 東
藤
生
活
環
境
課
長

　
橋
梁
長
寿
命
化
工
事
、
町

道
舗
装
維
持
補
修
工
事
、
河

川
の
護
岸
工
事
、
そ
の
他
町

道
及
び
河
川
の
維
持
補
修
に

つ
い
て
で
あ
る
。
今
後
に
つ

い
て
は
、
河
川
の
崩
落
や
土

砂
の
堆
積
に
つ
い
て
、
町
内

会
等
か
ら
の
要
望
に
迅
速
に

対
応
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
 西
委
員

①
除
排
雪
委
託
料
に
つ
い
て

増
額
の
要
因
を
伺
う
。

②
備
品
購
入
の
内
容
に
つ
い

て
伺
う
。
ま
た
、
機
器
の
入

れ
替
え
基
準
や
納
期
に
つ
い

て
伺
う
。

Ａ
 東
藤
生
活
環
境
課
長

①
燃
料
費
や
人
件
費
を
考
慮

し
た
予
算
付
け
で
あ
る
。
ま

た
、
排
雪
の
迅
速
な
対
応
の

た
め
　
万
円
の
留
保
財
源
を

５００

つ
け
て
い
る
。

②
　
年
経
過
し
て
い
る
　
ｔ

１６

１３

級
の
除
雪
ド
ー
ザ
ー
の
更
新

で
あ
る
。
更
新
に
つ
い
て
は
、

　
年
以
上
経
過
し
て
い
る
こ

１１と
が
条
件
付
け
さ
れ
て
い
る
。

購
入
ド
ー
ザ
ー
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
１
年
以
内
に

納
入
予
定
で
あ
る
。

Ｑ
 髙
野
委
員

　
公
営
住
宅
屋
根
等
除
雪
委

託
料
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
 東
藤
生
活
環
境
課
長

　
達
布
地
区
、
寧
楽
地
区
及

び
第
２
旭
団
地
の
空
き
家
部

分
の
除
雪
委
託
で
あ
る
。

Ｑ
 藤
田
委
員

　
鬼
鹿
地
区
に
民
間
ア
パ
ー

ト
が
な
い
中
、
公
営
住
宅
の

家
賃
が
高
額
と
な
り
苦
慮
し

て
い
る
方
が
増
え
て
い
る
が

対
処
検
討
で
き
な
い
か
。

Ａ
 東
藤
生
活
環
境
課
長

　
１
年
以
上
空
室
と
な
っ
て

い
る
鬼
鹿
地
区
２
戸
、
小
平

地
区
４
戸
に
つ
い
て
条
件
変

更
を
計
画
し
て
い
る
。

■
 教
育
費
（
歳
出
）

Ｑ
 板
垣
委
員

　
給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ
 金
澤
教
育
長

　
管
内
の
動
向
を
見
極
め
な

が
ら
、
町
及
び
給
食
委
員
会

に
要
望
し
て
い
き
た
い
。

Ａ
 関
町
長

　
給
食
セ
ン
タ
ー
の
方
向
性

や
国
の
動
向
を
見
極
め
な
が

ら
慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た

い
。

Ｑ
 髙
野
委
員

①
学
校
除
雪
委
託
料
に
つ
い

て
増
額
の
要
因
を
伺
う
。

②
通
園
、
通
学
バ
ス
の
減
額

の
要
因
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
 小
笹
管
理
課
長
補
佐

①
旧
臼
谷
小
学
校
と
鬼
鹿
小

学
校
の
除
雪
費
で
あ
る
。
作

業
員
、
機
械
運
転
費
の
単
価

上
昇
な
ど
に
よ
る
増
額
で
あ

る
。

Ａ
 剱
持
管
理
課
長
補
佐

②
臨
時
運
行
便
の
減
便
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。

Ｑ
 酒
谷
委
員

①
施
設
使
用
料
に
つ
い
て
伺

う
。

②
災
害
共
済
掛
金
に
つ
い
て

伺
う
。
ま
た
、
賠
償
保
険
に

つ
い
て
加
入
し
て
い
る
か
伺

う
。

Ａ
 金
子
管
理
課
長

①
プ
ー
ル
使
用
料
で
あ
る
。

②
学
校
や
登
下
校
時
の
怪
我

に
つ
い
て
、
医
療
費
が
給
付

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
学
校

で
の
賠
償
保
険
は
、
加
入
し

て
い
な
い
。

Ｑ
 西
委
員

　
ス
キ
ー
場
の
管
理
に
つ
い

て
、
圧
雪
車
の
状
況
と
ト
イ

レ
排
水
の
詰
ま
り
に
つ
い
て

伺
う
。

Ａ
 木
村
社
会
教
育
課
長

　
圧
雪
車
に
つ
い
て
は
、
不

具
合
が
あ
っ
た
個
所
の
修
繕

は
、
ほ
ぼ
完
了
し
て
い
る
が
、

原
因
が
特
定
で
き
な
い
不
良

点
も
あ
る
た
め
、
来
シ
ー
ズ

ン
ま
で
に
し
っ
か
り
と
対
応

し
た
い
。
ト
イ
レ
の
排
水
に

つ
い
て
も
確
認
を
進
め
る
。

■
 歳
 入

Ｑ
 西
村
委
員

①
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付

状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

②
物
品
売
払
収
入
に
つ
い
て

内
容
を
伺
う
。

③
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

増
額
の
要
因
を
伺
う
。

Ａ
 廣
澤
企
画
振
興
課
長

①
取
得
率
は
年
度
当
初
は
　２９

％
台
で
あ
っ
た
が
、
２
月
末

で
　
％
で
あ
り
、
管
内
１
位
・

７９.１
全
道
　
位
で
あ
る
。

１６

Ａ
 東
藤
生
活
環
境
課
長

②
本
郷
の
黄
金
橋
の
長
寿
命

化
工
事
に
係
る
鉄
の
ス
ク

ラ
ッ
プ
の
売
払
い
収
入
で
あ

る
。

Ａ
 三
口
財
政
課
長

③
令
和
５
年
度
よ
り
利
用
す

る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
増
や

す
た
め
、
増
額
計
上
し
て
い

る
。
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Ｑ
 藤
田
委
員

　
近
年
、
鹿
が
増
加
傾
向
で

あ
る
が
、
ハ
ン
タ
ー
の
増
員

や
駆
除
に
対
し
て
の
補
助
に

つ
い
て
考
え
を
伺
う
。

Ａ
 富
樫
経
済
課
長

　
鹿
の
実
態
に
つ
い
て
は
、

把
握
し
て
い
る
。
ハ
ン
タ
ー

の
育
成
支
援
、
銃
器
に
対
す

る
補
助
も
含
め
十
分
に
検
討

を
し
て
い
き
た
い
。

■
 国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

Ｑ
 西
村
委
員

　
国
民
健
康
保
険
税
は
、
条

例
改
正
に
よ
る
税
率
改
正
後

の
試
算
か
伺
う
。

Ａ
 柳
谷
保
健
福
祉
課
長
補
佐

　
前
年
度
の
調
定
額
を
参
考

に
算
定
し
た
う
え
で
、
税
率

改
正
分
の
増
額
を
加
算
し
て

推
計
し
て
い
る
。

■
 水
道
事
業
会
計

Ｑ
 西
村
委
員

　
３
月
８
日
の
町
内
で
の
断

水
に
つ
い
て
内
容
を
伺
う
。

Ａ
 川
端
生
活
環
境
課
主
幹

　
花
岡
海
岸
線
沿
い
の
送
水

管
の
一
部
破
損
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。
大
椴
地
区
　
件
、

１６

広
富
地
区
４
件
が
断
水
と
な

り
、
翌
日
８
時
頃
ま
で
に
は

対
処
し
完
了
し
た
。

 

 

 

　
３
月
の
第
１
回
定
例
会
で

今
期
最
後
の
一
般
質
問
が
６

名
の
方
々
で
行
わ
れ
、
町
行

政
の
諸
問
題
に
つ
い
て
活
発

に
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
早
い
も
の
で
　
年
に
就
任

２０１９

し
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開

催
年
で
も
あ
る
、　

年
の
２

２０２０

月
頃
か
ら
コ
ロ
ナ
が
感
染
拡

大
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
次

年
度
に
無
観
客
開
催
さ
れ
、

皆
様
方
が
初
め
て
経
験
す
る

事
ば
か
り
の
３
年
間
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
今
や
こ
の

コ
ロ
ナ
も
ワ
ク
チ
ン
の
開
発

等
に
よ
り
、
ほ
ぼ
落
ち
着
き

始
め
て
来
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
に
入
っ
て
か
ら
楽
し

い
話
題
も
増
え
、
特
に
３
月

に
行
わ
れ
た
ワ
ー
ル
ド
ク
ラ

シ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
（
Ｗ

Ｂ
Ｃ
）
の
大
会
で
は
、
毎
日

テ
レ
ビ
に
釘
付
け
の
方
も
多

く
、
目
に
焼
き
付
く
劇
的
な

優
勝
シ
ー
ン
が
今
で
も
目
に

浮
か
び
ま
す
。

　
一
方
、
令
和
５
年
度
か
ら

鰊
番
屋
ま
つ
り
を
皮
切
り
に

産
業
ま
つ
り
等
も
開
催
予
定

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
厳
し

さ
を
乗
り
越
え
た
後
の
幸
せ

が
倍
増
す
る
よ
う
に
気
持
ち

も
上
向
き
で
前
進
で
す
。

　
最
後
に
私
の
好
き
な
大
切

な
言
葉
を
送
り
ま
す
。「
一

度
き
り
の
人
生
豊
穣
を
願
っ

て
動
い
た
者
勝
ち
で
す
。
成

功
す
れ
ば
自
信
に
な
る
、
失

敗
し
た
っ
て
『
肥
や
し
』
に

な
る
。
何
も
し
な
い
と
大
損

し
ま
す
ョ
概
」
こ
の
言
葉
を

胸
に
人
生
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

４
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

（
髙
野
）
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会
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発
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小
平
町
議
会

煙
編
集
　
議
会
広
報
発
行

　
　
　
　
特
別
委
員
会

　
℡
（
〇
一
六
四
）

　
　
　
五
六－

二
一
一
一

煙
印
刷
　
白
鴎
印
刷
㈱
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ととととととととととととととととととととと
ががががががががががががががががががががが

あ
と
が
きききききききききききききききききききききき

公
営
企
業
会

公
営
企
業
会
計計

予算審査特別委員会（全委員）
第１回定例会再開（全議員）
議会広報発行特別委員会（全委員）

17日

小平小学校卒業式（副議長）18日

鬼鹿小学校卒業式（議長）19日

留萌消防組合議会第１回定例会（各議員）
留萌南部衛生組合議会
第１回議員定例会（各議員）

24日

議 会 の 動 き

小平町議会ＩＣＴ化調査特別委員会（５委員）
議会運営委員会（２委員及び議長）

２日

第１回臨時議会開会（７議員）
議員全員協議会（７議員）

６日

令和４年度留萌管内町村議会議長会臨時総会
及び懇談会【苫前町】（議長）

24日

議員全員協議会（全議員）
議会運営委員会（全委員及び議長）

27日

２月

４月
小平中学校入学式（議長）
小平小学校入学式（副議長）

６日

鬼鹿小学校入学式（議長）
小平幼稚園入園式（副議長）

７日

鬼鹿幼稚園入園式（議長）10日

第１回定例会開会（全議員）３日

小平中学校卒業式（議長）13日

第１回定例会再開（全議員）14日

予算審査特別委員会（全委員）
議員全員協議会（全議員）

16日

３月

『議会を傍聴してみませんか』
●町議会の定例会は、年４回開きます。
（３・６・９・12月）

議会はどなたでも傍聴できますので
どうぞお気軽にお越しください。




